
「先天性心疾患病状説明支援アイテム集」の利用例②
～ 職場の上司・同僚に向けて ～

入社して2ヶ月たって、仕事にも慣れてきたんだけど、
少しモヤモヤすることがあるんだよね。

入社面接の時に面接官には心臓病のことを伝えたんだ
けど、上司や職場の皆さんはちゃんと理解してくれていな
い気がする。面接官から伝わってないのかな？

ダンボール箱を運ぶ作業を頼まれることもたびたびある
し。ちょっとしんどいな～。

そんな時、
このアイテム集を活用してください。

上司と職場のみなさんには、心臓病（ファロー四徴症）
のことは、ちゃんと知ってもらおう。そうすれば、ダンボー
ル箱運びは頼まれなくなると思う。そういう配慮をしても
らう代わりに、自分のできることで職場の皆さんの力に
なればいいよね。

③のアイテムで、ファロー四徴症のことがわかってもらえ
そう。主治医から言われていることも補足しておいた。

④と⑤のアイテムに、重いものを持つ作業があると体調
をくずしやすい項目、配慮してもらいたい項目があったか
ら使おう。

⑥のアイテムで、自分のできることをアピールしておこう。
ダンボール箱運びはできないけど、パソコンや長年習っ
てきた書道で役に立ちたいな。

⑦のアイテムで、体力的な作業は心臓に負担だというこ
とが伝わったらいいな。

⑧はお薬なんだけど、仕事で影響がありそうな利尿剤の
ことだけ伝えておこう。午前中はトイレに行く回数が多い
から。
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私はアイテム集を印刷して、上司と職場のみなさんに回覧
してもらいました。

読んでくれると、なぜダンボール箱運びをやらないほうが
いいか、なぜ午前中に頻繁にトイレに行っているかなど、職
場の皆さんが感じていたモヤモヤが晴れたみたいです。

私にできる仕事、得意な仕事を頼んでくれるようになり、安
定して自分らしく働くことができています。

https://chd.m.ehime-u.ac.jp/index.html
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